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➢ 港湾施設の急速な老朽化の進展が見込まれる中、港湾施設を管理する港湾管理者の人員面、技術面及び財政
面での課題が顕在化しており、港湾施設の維持管理が十分にできていない状況が認められる。

➢ そこで、「港湾施設の持続可能な維持管理に向けた検討会」を立ち上げ、港湾施設の維持管理における点検診
断の効率化等を検討。

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第９回

開催日 R6.2.7 R6.3.19 R6.11.14 R7.1.16 R7.3.6 R8.1.8 R8.3.4 R8.11.5 R9.1～2

主

要

議

事

維持管理情報DBの点検記
録分析（劣化速度等）

分析手法の
提示

中間報告 最終報告

新技術及びICT活用の
現状整理

中間報告 → 最終報告

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
見
直
し

点検診断GL 見直しの
方向性の
確認

改訂の方向
性の提示

→
改訂案の
提示

参考資料の
拡充

維持管理計画策定GL
（第１部 総論）

→
改訂の方向
性の提示

改訂案の
提示

参考資料の
拡充

維持管理計画策定GL
（第２部 作成事例）

改訂の方向
性の提示

参考資料の拡充
作成事例の見直し

対応方針（H26d）の見直し
対応状況の確
認と評価、新た
な課題と取組み

新たな課題と取
組み、R8d見直
し案

（令和8年度委員）

（検討会スケジュール）

氏名 所属・役職 備考

横田弘 北海道大学 名誉教授 座長

網野 貴彦 海洋・港湾構造物維持管理士会 会長

伊藤 直樹 横須賀市港湾部長 （港湾管理者）

岩波 光保 東京科学大学環境・社会理工学院土木・環境工学系教授

加藤 絵万 国土技術政策総合研究所港湾・沿岸海洋研究部 港湾メンテナンス研究室長

新村貴史 広島県土木建築局空港港湾担当部長 （港湾管理者）

山路 徹 港湾空港技術研究所構造研究領域領域長

本検討会の経緯
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［対応方針(H26.5)］

[ステップ①]
取組項目①～⑨の
記載内容について、
現在時点での到達
点や対応状況に照
らし評価を加える。

[ステップ②]
社会情勢の変化・
要請を踏まえ、該
当する項目につい
て新たな課題と取
り組みを整理

➢ 平成26年5月、港湾施設の老朽化の進展や財政状況の悪化へ対応していくため、「港湾施設の維持管理等に関
する検討会」での議論を経て「今後の港湾施設の維持管理等の課題に対する対応方針」（以下、「対応方針」）を
策定。（概要はp.３を参照。）

➢ 策定から10年以上が経過していることや、それ以降の国土交通省全体のインフラの維持管理に関する動向を踏
まえると、「対応方針」をフォローアップする必要が生じている。

➢ 今年度の検討会においては、上記フォローアップを行うとともに、今後５年間（R8d～R12d）の維持管理に関する
取組事項をまとめた新たな「対応方針」を作成することを目標とする。

第8回検討会（11/5）

第9回検討会（令和９年１～２月）

[ステップ③]
新たな対応方針の
策定

1. 港湾施設を取り巻く現状と課題
老朽化の現状、維持管理・更新の

取り組み状況、情報の活用状況につ
いて記載
2. 今後の港湾施設の維持管理等に

関する取り組み
今後５年間で重点的に取り組んで

いく必要がある事項について、９項
目で記載

国土交通省全体の
インフラの維持管理に関する動向

今年度の検討概要
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【資料-2】（参考）H26対応方針の概要
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観点①：港湾管理者の体制確保と支援のあり方

人材の確保・育成、技術的支援、管理者間の連携など、港湾管理者の維持管理体制を
確保するために必要な方策についてご意見をいただきたい。

観点②：維持管理計画や予防保全計画のあり方

より効率的・効果的な維持管理を実現する観点から、これらの計画について、見直すべき
点がないかご意見をいただきたい。

観点③：維持管理情報の蓄積・活用

維持管理情報データベースやサイバーポート（インフラ）の普及が進む中、蓄積された
データをどのように維持管理業務へ活用すべきか、また、今後の展望も含め、ご意見をい
ただきたい。

観点④：新技術の導入促進

新技術は人材不足等への対応策として期待される一方、実際の現場での活用は限定的
である。積算基準や導入判断の考え方に関する資料等の作成の必要性を含め、更なる普
及方策についてご意見をいただきたい。

港湾管理者は、引き続き、人員・技術・財政面で課題を抱えている。人口減少等が進む中
にあっても、港湾施設の維持管理を将来にわたり持続的に実施できるよう、港湾管理者の
実情を踏まえた取組の方向性について、特に以下の観点についてご意見をいただきたい。

特にご意見いただきたい観点
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